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するため， CGH法を用いて解析を行った。非小縮担

騎癌30椀（隷癌18例，偏平上皮癌12欝〉を対象とし

た。解析は Cyto託sion(APPLIED IMAGING社製画像

解析システム）を用いた。腺癌では 5p14-15,12q14 

の増幅， 17pl3,19p13の欠失が見られ，信平上皮癌

では 3q25-29,5p14-15の増幅， 3p2ι26,5q31-35の

欠失を認めた。またリンパ舗転移陽性例では，

5p14-15, 7p12-21, llq13の増隠と 3p25ー26の欠失を
認めた。特に 7p12-21の増幅はリンパ節転移陽性13

備中 6~llで認め，陰性候iでは 15刻中 1 例も認めな

かった。 CGヨ解析の結果，癌の組織型や進展に特異

的な染色体異常部位の存在が確認された。 7pl2-21は

リンパ第転移の有用な診断的マーカーとして期待され

る。
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［或績］ 1.悪性群での MMP-2,MTl-MMP, TIMP-

2の強陽性率は境界悪性群，良性群に比べ有意iこ高率

であった（P<0.01）。 2.MMP-2, MTl-MMP, TIMP-2 

のいずれもが強陽牲を示した症例において 3者の

mRNAの発現が確認され，これらの症備の割合誌粘

液性腺癌以外の組綾聖（Pく0.01）進行癌（P<0.05),

中・低分化型操癌（P<0.05）で有意に高率であった。

3.悪性群で説MP-9強揚性率は境界悪性群，長性群

と比較して有意に高く (P<0.01），河雲寺に TIMP・1の

発現低下が認められた。 4. リンパ箭転移陽性例での

副院P-9強揚性率は陰性剖より有意に高率であった

(P<0.05）。

【結語IMMP-2，誕Tl・MMP,TIMP-2の過剰発現は
上度性卵巣腫蕩の生物学的悪性愛との関連が考えら

れ， TIMP・1の発現抵下に伴う陸MP・9の過剰発現は

卵巣癌繕胞おリンパ節転移への龍与が示唆された。

－L
睡
wト

i
p
i
f
p
E
K
F？

15. 腫移植とイソプロテレノーんによる血管拡張度
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吉田研一（麻酔・蘇生学）

自家左蔀移植後の雑蓮丈23匹からサイズと部位を

適合させた右牒動採リング（対照リング）と左腕動撮

りング（LLAリング）を分離して作製し， Organ

Chamber法をもちいて等長張力を護1g定した。また，

これらの血雪リングの cAMPおよび cGMPの濃度を

radioimmunoassayを用いて溺定した。

結果は，血管内皮を温存した場合 LLAリングのイ

ソプロテレノールによる最大血普拡張反応は減弱し，

イソプロテレノールは tissuecGMPの濃震を血管内皮

が温存された場合にのみ上昇させ，その効果は LLA

l）ングでは50%程度誠少した。さらに， Oxypurinol

によって，血管内皮を温存した LLAリングのイソプ

ロテレノールによる蔚血管拡張作用は冨復した。

以上より，自家左賄移植後にイソプロテレノールに

よって調節される肺血管拡張作用が滅弱する京国は，

内度出来の superoxideによって nitricoxideが非活性

イとされるためであると考えられた。

13. Non-invasive Perfusion-weighted MRIの詰床的

評価

高須深雪（放射線医学〉

近年 MRIの新しいパルス系列として， ASL法を用

いた MRZ送車流強謁画像が報告されてきている。今回

我々は騒疾患患者に対して，臨家用の l.5T超伝導

説RI装置を使用し， ASL法を店、用したパルス系列で

ある FAIRと，造影離を用いた濯淀強調画像（perfu-

sion-weighted泊iage，以下PWI）を比較検討した。

結果としては， PWIでの高濯流病変，低護流病変

に対する FAIRの検出率はそれぞれ88%,32%であり，

相対的脳血流量あるいは相対的脳血譲量と FAIRの信

号強度の間に正の椙関が見られた。

FAIR iまbackgroundに対する脳実費の信号が低く，

怪謹涜痛変iこ対する検出詑に問題があるが，半定量的

に麟血流の評価が可能であち，臨来上有用と考えられ
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Glucose-loading during primary culture has 

opposite effects on the viability of hepatocytes 

exposed to potassium cyanide and to iodoacetic 

acid 

｛初代培養中の肝細胞へのグルコース負荷はシアン

化カリウムおよびヨード酢接投与後の肝細題生存度

に対して逆の効果を持つ）

城山和久（蘇酔・蘇生学）

肝細麗へのグルコース事前負荷が電子伝達系および

解糖系盟害時の肝細抱障害に及ぼす影響を検討した。

16. 

Comparative genomic hybridization analysis 

suggests a gain of chromosome 7p associated 

with lymph node metastasis in non-small cell lung 

carcinoπ1a 

〈非小結抱鯖癌の CGH解析による染色体 7p増幅

とリンパ節転移）

14. 

祖母井 努（設射線医学〉

Comparative Genomic Hybridization (CGH）法は，

全染色体について遺｛云子のコピー数の変化とその領域

を同時に特定できる新しい分子細胞遺伝学的方法であ

る。非小細胞締癌における遺伝子の増編，欠失を検出


